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本事業は、久慈市山形町で旧山形村時代から基幹産業として育てら
れてきた「山形村短角牛」を守り、産地として継続するために体制を
建て直し、「新しい山形村短角牛」産業を作り出す取組を実施するも
のである。生産者の高齢化や販路の変化による販売競争等の課題
解決のため、新たな飼養モデル構築、新たな顧客獲得、後継者の確
保等多方面からの事業展開を計画している。初年度の実施内容に
関する成果目標は達成されたと考えられる。次年度以降は、目的達
成に向けて、さらに着実かつ適切な取組の実施を期待する。

（注１）　「事業実施段階」の凡例：　　○・・交付対象年度（計画）　●・・交付対象年度（実施済）　□・・目標年度（計画）　■・・目標年度（実施済）
（注２）　「評価」の区分：　　Ａ・・優良　Ｂ・・良好　　Ｃ・・低調

齋藤氏は過去に久慈市山形町で実施された事業に委員として関わっており、令和3年度に実施された別事業の委員もされていたため、地域の現状
についてはよくご存じである。令和3年度の報告書を提示し、また口頭での説明を行い意見聴取を行った。

３．第三者の意見聴取
　農山漁村振興交付金（山村活性化対策）実施要領の第９の１の（１）の規定に基づき、第三者である齋藤　徳美から評価に当たり意見の聴取を行っ
た。第三者及び意見聴取の概要は以下のとおり。

【第三者】
齋藤　徳美

【意見聴取の概要】

令和３年度　農山漁村振興交付金（山村活性化対策）
事業実施主体　評価結果

２．評価結果

都道府県 市 町 村 事 業 実 施 主 体 名
事業実施段階

評 価 評 価 コ メ ン ト

１．事業評価の実施

　令和３年度に実施された農山漁村振興交付金（山村活性化対策）の事業について、「農山漁村振興交付金（山村活性化対策）実施要領」（平成30
年３月28日付け29農振第2261号農林水産省農村振興局長通知）の第９の１の（１）の規定に基づき、評価を行ったので、その結果を公表する。


